
写真 196 御屋敷山古墳出土鉄釘

※保存処理前の状態
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図 78　周辺古墳分布図

１ 上岡原古墳群　２ 岡原古墳群　３ 向原古墳群　４ 日天寺古墳群（耳取前方後円墳）　５ 花岡古墳群　６ 花岡石棺群　７ 花岡前方後円墳
８ 惣ヶ迫古墳群　９ 西村古墳　10 宮本古墳　11 宮原古墳群　12 常森古墳群　13 為弘古墳群　14 荒神山石棺群　15 山根古墳

16 荒神山前方後円墳　17 御屋敷山古墳　18 天王森西前方後円墳　19 天王森前方後円墳　20 大河内古墳群　21 寺迫古墳

17

写真 197　御屋敷山浄水場 写真 198　御屋敷山古墳推定地
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図 79　御屋敷山古墳平面図 ・ 断面図

文献３ 掲載 「第 13 図　横穴実測図」
をトレース ・ 一部加筆
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図 80　出土遺物実測図
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写真 199　出土遺物 （土器）
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写真 200　出土遺物 （鉄製品）①
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写真 201　出土遺物 （鉄製品）②
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写真 202　鉄製品 X 線画像①
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写真 203　鉄製品 X 線画像②
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法量（　）は復元値

遺物

番号
遺構 種別 備考

i 1 御屋敷山古墳 鉄釘

i 2 御屋敷山古墳 鉄釘

i 3 御屋敷山古墳 鉄釘

i 4 御屋敷山古墳 鉄釘 有機質痕

i 5 御屋敷山古墳 鉄釘

i 6 御屋敷山古墳 鉄釘

i 7 御屋敷山古墳 鉄釘

i 8 御屋敷山古墳 鉄釘

i 9 御屋敷山古墳 鉄釘 中空化

i 10 御屋敷山古墳 鉄釘

i 11 御屋敷山古墳 鉄釘

i 12 御屋敷山古墳 鉄釘

i 13 御屋敷山古墳 鉄釘

i 14 御屋敷山古墳 鉄釘

i 15 御屋敷山古墳 鉄釘 有機質痕

i 16 御屋敷山古墳 不明鉄片

i 17 御屋敷山古墳 不明鉄片

残存長4.3　重量5.32g

残存長1.8　最大幅1.5　最大厚0.5

重量0.46g

残存長1.8　最大幅1.4　最大厚0.7

重量1.23g

残存長4.1　重量3.81g

残存長7.5　重量12.22g

残存長2.9　重量2.74g

全長10.6　重量15.48g

全長9.9　重量9.58g

残存長5.8　重量8.80g

残存長8.3　重量8.41g

残存長5.1　重量8.83g

残存長5.5　重量5.79g

全長8.6　重量11.06g

全長9.3　重量10.66g

法量（㎝）

残存長6.8　重量12.29g

残存長8.6　重量10.33g

全長11.1　重量10.31g

遺物

番号

遺構・

層位
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調

①外面　　②内面
胎土 備考

1 御屋敷山古墳 須恵器　平瓶
ほぼ

完形

①7.15(長軸)

5.9(短軸)②3.85

③12.2

①②灰色（5Y6/1）
密（2mm以下の砂粒を極少量

含む）

口縁が

片口状

2 御屋敷山古墳 須恵器　杯身
口縁部

～底部

①（8.1）②（6.4）

③3.0
①②灰色（N5/） 精緻

内面口縁下

に凹線が巡

る。平底に

近い底部は

ヘラ起こし未

調整。

3 御屋敷山古墳 土師器　埦
口縁部

～底部

①（17.5）

高台径8.0③4.3

①灰色（5Y6/1）

②にぶい黄橙色（10YR7/4）

やや粗（0.1～1.5mm程の砂

粒を少量含む）

低く小さな高

台部。口縁

端部はやや

尖り気味に

丸く収める。

法量（　）は復元値
表 16　出土遺物 （土器） 観察表

表 17　出土遺物 （鉄製品） 観察表
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